
事故救済制度の検証 

 

ア 給付金と賠償責任保険の２階建て方式 

   ・給付金は賠償責任の有無を問わないなど、認知症の人ご本人・ご家族や被害者を

幅広く救済する目的で創設。 

 ※ 下記の賠償責任保険の限界を踏まえた運用  

   ①賠償責任が無ければ支給不可（被害者救済ができない） 

   ②事前加入必要 

  ・さらに一方で、支給額上限等に限界がある給付金を賠償保険で上乗せカバーする  

   ことができるなど、両制度が有機的に機能し幅広く救済 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 保険料額等 

 ○ 給付金（支給実績 16 件・17,927,136 円）  

  ・約定履行費用保険を適用。 

・支給実績を踏まえ保険料が増減する仕組み 

（市民 1人あたり単価：元年度@24 円、2年度@22 円、3年度@18 円、 

4 年度@3.83 円,@5 年度 3.45 円、@6 年度 2.76 円）  

・令和元年度：36,860,000 円（＠24 円×神戸市人口 1,535,837 人） 

・令和 2年度：33,693,000 円（＠22 円×神戸市人口 1,531,519 人） 

・令和 3年度：27,443,808 円（＠18 円×神戸市人口 1,524,656 人） 

・令和 4年度： 5,803,670 円 (＠3.83 円×神戸市人口 1,515,319 人) 

・令和 5年度： 5,203,370 円 (＠3.45 円×神戸市人口 1,508,224 人) 

・第 1期保険料合計額:約 9,800 万円 

・第 1期支給実績額：約 1,300 万円（10 件）  

・第 2期保険料合計額（R5 まで）:約 1,100 万円 

・第 2期支給実績額（R5 まで）：約 490 万円（6件） 

    

 

 

給
付
金 

事前加入 不要（全市民対象） 

支給上限 3 千万円（※賠償責任の有無を問わない） 

支給対象 個人(同居親族含む)。類焼被害含む 

賠
償
責
任
保
険 

事前加入 必要（加入者 11,323 人（R6.3 末累計）） 

支給上限 2 億円（※賠償責任がある場合）  

支給対象 個人(同居親族除く)・法人 
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○ 賠償責任保険（支給実績 31 件・5,614,635 円） 

・全国統一の保険会社パッケージの保険料  

（加入者 1人あたり単価：元年度@1,510 円、2年度@1,950 円、3年度@1,950 円、 

4 年度@1,860 円, 5 年度@1,860 円、6年度@1,860 円） 

・令和元年度： 6,646,000 円(＠1,510 円×4,401 人) 

・令和 2年度：12,211,000 円(＠1,950 円×6,262 人) 

・令和 3年度：14,533,350 円(＠1,950 円×7,453 人) 

・令和 4年度：14,846,520 円(＠1,860 円×7,982 人) 

・令和 5年度：16,254,540 円(＠1,860 円×8,739 人) 

・第１期保険料合計額：約 3,300 万円 

・第 1期支給実績額：約 360 万円（17 件）       

・第２期保険料合計額（R5 まで）：約 3,100 万円      

・第 2期支給実績額（R5 まで）：約 200 万円（14 件）  

 

ウ 支給項目・支給額 

  ・支給項目については、特段問題が生じていない。 

  ・支給額については、給付金（財物損壊給付金）において、上限により給付額が損害

額を下回った案件が２件生じた（いずれも賠償責任保険は対象外の案件）。 

①事案 33 

⇒損害額は約 30 万円だったが、財物損壊給付金上限額の 10 万円を支給 

②事案 35 

⇒損害額は約 16 万円だったが、財物損壊給付金上限額の 10 万円を支給 

 

エ 運用 

   ・診断後の賠償責任保険への加入率:約 70％ 

 

オ コールセンター 

  ・令和５年度の受電件数 942件（うち土日祝103件，平日夜間(17-9時)131件 24.8%） 

    令和３年度契約額：26,400,000 円 

令和６年度契約額：11,301,236 円 

    

 カ GPS 安心かけつけサービス 

  ・契約者数 373 人（令和６年３月末累計） 

        138 人（令和６年３月末時点） 

 ・かけつけサービス出動実績：13 件（令和６年３月末累計） 

 ・かけつけサービスについて、約定履行費用保険を適用。 

○制度開始時から運用しているものの加入者数が少ないことから、制度見直しの検討

を行ってはどうか。 
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GPS あんしんかけつけサービスについての検討 

 

○検討事項 

 ・令和６年３月末時点 138 名の加入者がいることから、現行のＧＰＳあんしんかけつけ

サービスは継続してはどうか。 

 ・しかし、加入者数が伸びていないことから以下について検討してはどうか。 

①現行制度を利用しやすくする 例）料金負担の見直し等 

②他のサービスの導入 

 

＜高齢者みまもりサービスの例＞ 

（１）GPS あんしんかけつけサービス（現行） 

・内容  

ＧＰＳを使って居場所を探すことができ、家族からの依頼があればガードマンがかけつ

け、捜索を支援することができるサービス 

料金項目 金  額 費用負担 

契約手数料 4,950円 神戸市 

月額利用料 2,200円/月 利用者 

かけつけサービス 6,600円/時間 

※３時間まで 

神戸市 

※年６回まで。７回目から利用者負担 

・特徴 

 ○固定受信機等が不要で、どこでも位置検索ができる 

○かけつけサービス付帯 

×端末の持ち歩きが必要 

 ×端末が大きい（94g） 

 ×バッテリーのこまめな充電が必要 

・取り扱い事業者 

 綜合警備保障株式会社、（セコム） 

 

 

（２）みまもりタグ（加古川市など） 

・内容 

市内に設置された見守りカメラ等で見守りタグの電波を受信し、通過履歴をスマホのア

プリで確認することができるサービス 

（例）加古川市の例 

料金項目 みまもりタグ 

(綜合警備保障株式会社) 

まちなかミマモルメ 

(株式会社ミマモルメ) 

初期登録料・機器料金 2,420円 2,620円 

月額利用料 220円/月 440円/月 
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・特徴 

 ○端末が比較的小型・軽量 

 ○月額利用料が廉価 

 ○バッテリーが長持ち 

×街中に固定受信機等が必要 

（レシーバーとなる専用アプリのダウンロード者数や固定受信機の台数に依存する） 

×タグの持ち歩きが必要 

・取り扱い事業者（例） 

綜合警備保障株式会社、株式会社ミマモルメ 

 

 

（３）みまもりシール（大分市など） 

・内容 

事前登録者に対して「みまもりシール」を交付し、衣服等に張り付けておくことで行方不

明者保護時に迅速な身元確認及び安全確保につなげるもの。シールには、登録番号と QR

コードが掲載されており、QR コードを読み取ると緊急連絡先が表示される。 

・費用 

 1,000 枚で 10 万円程度 

・特徴 

 ○固定受信機等が不要 

○端末の持ち歩きが不要（形態：シール型、アイロン貼り付け型など） 

×市民の理解・協力が不可欠 

・取り扱い事業者（例） 

アサヒプリンティング株式会社 
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